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月刊みなさまの声 ２０２１年１月 

 
 

２．放送番組への声 

１月に放送や番組に寄せられた視聴者の声は８万６，４２４件でした。このうち番組に対する意見は２万１，６５８

件で、好評と不評で分類すると好評意見が２８．５％、厳しい意見は７１．５％でした。 

 

 

   

     

■１月 反響の多かった番組 

コロナ禍の政策を党首に問いかけた日曜討論や、山口百恵さんの伝説のコンサートなどに多くの反響が寄せられて

います。 

 

＜１月に放送した番組以外の問い合わせ＞ 

第７１回ＮＨＫ紅白歌合戦「今こそ歌おう みんなでエール」（12/31）（総合、BS4K、BS8K、ﾗｼ゙ ｵ第1） １７３８件 

東洋医学 ホントのチカラ「今年も元気に！健康長寿ＳＰ」  ６７４件 

大河ドラマ どうする家康    ４２６件 

３．受信料への意見  
 
受信料に関して１月は、１５万３，５９３件の意見や問い合わせが寄せられました。ふれあいセンター（営業）で

は、１１万３，８２８件を受け付け、このうち、苦情を含む意見や要望は２，５３７件でした。一次窓口で対応を完

了したのは１，５７３件（６２％）で、９６４件（３８％）については担当地域の営業部・センターが二次対応しま

した。 

 

600

304

255

241

233

227

680件日曜討論「コロナ禍で政治は ２０２１年 党首に問う」（1/10）（総合、ラジオ第１）

伝説のコンサート“山口百恵 １９８０．１０．５ 日本武道館”（1/30）（総合）

全日本卓球選手権２０２１ 決勝 ▽女子シングルス ▽男子シングルス（1/17）（総合、総合ｻﾌﾞ）

国会中継「参議院予算委員会質疑」（1/27）（総合、ラジオ第１）

大相撲（２０２１年） 初場所 初日（1/10）（総合、BS1ｻﾌﾞ、BS4K、BS8K、ﾗｼ゙ ｵ第1）

【連続テレビ小説】純情きらり（１５４）（１５５）（１５６）＜最終回＞「いのち、輝いて」（1/8）（総合）

うたコン「冬こそ聴きたい…アツいコラボ」（1/26）（総合）

事由 件数

 訪問員等の応対、説明不十分等 630

 訪問日、訪問時間に対する不満 0

 受信料制度への不満・不公平感 53

 料金体系・料額への不満 44

事務処理関係  事務手続き(割引・返金等）の遅れ等による苦情 81

番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 22

その他 営業活動や受信料についての問い合わせ等 1,707

合計 2,537

スタッフ関係

受信料制度

 

11月 12月 1月 2020年1月
好評意見 23.6% 29.1% 28.5% 23.3%

厳しい意見 76.4% 70.9% 71.5% 76.7%
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月刊みなさまの声 ２０２１年１月 

 
 

４．技術・受信相談への意見 
 
技術・受信相談に関して１月は、４，３５９件の意見や問い合わせが寄せられました。このうちふれあいセンター（受

信相談）および各放送局の受信相談窓口では３，６６２件を受け付けました。 

内訳は、受信不良の申し出が２，４５１件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談が１，２１１件で

す。このうち受信不良の申し出については一次窓口で対応を完了したのが１，２２２件（４９．９％）で、１，２２９

件（５０．１％）は訪問による二次対応で改善の指導や助言を行いました。技術相談についてはふれあいセンターや各

放送局の受信相談窓口で対応しました。 

 

 
５．経営への意見 
 
ＮＨＫの経営に関して１月は３４５件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあいセンター（放送）

で受け付けた意見や問い合わせは２５２件でした。内訳は「経営計画」関連が１３５件、「公共放送」関連が３４件、

「経営委員会」関連が６件、「職員制度」「予算」関連が５件、「情報公開」「不祥事」関連が３件、「関連団体」関連が

１件、「その他」が６０件でした。 

 
６．インターネット活用業務への声 
 

放送・営業ふれあいセンターや全国の放送局に寄せられた視聴者の声のうち、インターネット活用業務についてのも

のは１万２,９４７件。そのうち８０％が「ＮＨＫプラス」についてでした。問い合わせ内容としては、ＩＤの登録方

法や端末への入力方法に関するものが多く寄せられています。高齢の方を中心に、スマートフォンでの登録が難しいと

いう声が寄せられていることから、登録方法をわかりやすく解説する動画をＮＨＫオンラインで公開するなど対策を

進めています。ＮＨＫプラス以外では、ＮＨＫオンラインや各番組のウェブページなどの「ホームページ」、ＮＥＷＳ

ＷＥＢなどの「動画音声配信」に問い合わせが寄せられました。 

 

 
 
 
 
 
 

事由 件数

受信不良 2,451

一次対応 1,222

個別受信設備不良 1,043

共同受信設備不良 124

建造物による受信障害 7

雑音障害 40

混信・難視聴など 8

二次対応 1,229

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 1,211

3,662合計
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月刊みなさまの声 ２０２１年１月 

 
 

 

 

７．意見・要望への対応 
 
■コロナ禍で緊急事態宣言 視聴者の不安に応えて‥ 
新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めがかからず、二度目の緊急事態宣言が一部の地域に出されるなど、深刻な 

状況が今も続いています。ＮＨＫは、新型コロナウイルスに関するニュースや番組制作に引き続き、力を注ぐとともに、

視聴者のみなさんの不安を少しでも取り除けるよう、さまざまな取り組みを進めています。 
 

● 視聴者の疑問に直接、答えるコーナーを充実 
 

「ＮＨＫニュース おはよう日本」では１月、視聴者の疑問・  

質問に答えるコーナーをより充実させるため、ディレクター、  

アナウンサー、記者が専門チームを編成しました。番組で質問を  

募り、随時、専門家などの解説を交えて分かりやすく回答してい

ます。番組のホームページなどを通じて寄せられた質問は、去年

１１月の募集開始から２月中旬までに１，０００件を超えました。 
 
１月１４日、「受験生の感染対策」を解説した放送の動画を番組公式ツ

イッターに投稿したところ、これまでに１，４５０万回以上見られるなど、 
多くの人たちに活用されています。 
【視聴者の声】 
・ 新型コロナウイルスの疑問･質問コーナーはとてもよいと思う。（50代男性） 
・ 自宅療養の際の注意点を実際に診療にあたっている専門の医師が答えてく 

れた。コロナで死亡する原因、具体的な対応策などがよく分かった。       
（70代以上男性） 

 
●“命を守る行動を” 武田真一アナウンサーからのメッセージ（ミニ番組） 

 
１月２５日から３１日にかけて、「新型コロナ 命を守る行動を」

というテーマで、武田真一アナウンサーが２分間のメッセージを

伝えました。「みなさんへのメッセージ」、「この１年、番組を伝え

続けて思うこと」など４つのテーマで、自分のことばで思いを伝え

たところ、視聴者のみなさんから「とても勇気づけられた」など 

１００件を超える反響が寄せられました。 
 

 
【視聴者の声】 
・ １人暮らしをしていて、人にまったく会えない。でも、この放送を見て、自分だけじゃない、みんながんばってい

るんだと思えた。これからも放送を続けてほしい。                                               （70代以上女性） 

・ 飲食店をやっていて、もう諦めようかなと思っていたところで、この番組を見て泣いた。私たち家族に刺さる内容

で、とても勇気づけられた。ありがとう。                            （50代男性）  
 
命を守る行動を呼びかけるミニ番組では、感染を経験した人など、さまざまな人たちからのメッセージをつないでい

ます。メッセージの動画はＮＨＫのホームページでもご覧いただけます。 

おはよう日本 公式ツイッター 

新型コロナ 命を守る行動を（１月２５日） 

ＮＨＫニュース おはよう日本 
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月刊みなさまの声 ２０２１年１月 

 
 

 

 

■ドライバーからの一報で大規模渋滞の取材開始 
日本海側が記録的な大雪に見舞われていた１月９日、ふれあいセンター（放送）に複数のドライバーから寄せられた

情報から、福井県内の北陸自動車道で数百台に上る車の立ち往生が続いていたことが分かりました。ＮＨＫ福井放送局

は他社に先駆けて一報を届け、詳細な情報や応援メッセージを送ることができました。 
 
【寄せられた情報】 
・ 今、車の中でテレビをみていたら「事故で３００台以上が通行

不能になったが、取り残された車はすべて高速道路から移動し

解消された」とＬ字にでていた。しかし、私は昼前から今（午

後８時）まで、福井北ＩＣまで、あと３キロのところで立ち往

生している。Ｌ字の内容は間違っている。    （50代男性） 
 
情報は１月９日の夜８時ごろ、北陸自動車道で立ち往生した車のドライバ

ーからＮＨＫに電話で寄せられました。電話を受けたふれあいセンターの担当

者がすぐに福井局に情報の内容を伝え、直後に取材が始まりました。実はこの

時、高速道路会社は「渋滞は解消した」と発表していましたが、改めて取材し

た結果、実際にはまだ多くの車が立ち往生したままだということが判明しまし

た。 
 
福井局は、ただちにラジオで臨時ニュースを開始。車中に閉じ込められた人

たちに向けて、積雪などの最新情報や応援メッセージを翌朝まで、３０分ごと

に伝え続けました。福井局では、３年前の大雪の際、「渋滞に巻き込まれた車

中の人たちに十分な情報を伝えられなかった」という反省から、今回はよりき

め細かく、丁寧な報道を行いました。 
 

 応援メッセージでは「体調の悪い人は連絡を。あと３時間で夜は明けます。

心を強く安らかに保って、救援を待ってください」などと車中で大変な思いを

しているドライバーの皆さんに呼びかけました。地元のコミュニティーラジ

オ局にも応援メッセージの呼びかけを提案しました。 

さらに、福井局の公式ツイッターでは応援メッセージのほか、「一酸化炭素

中毒への注意」や「エコノミークラス症候群の予防法」なども伝えました。 

 

 

【視聴者からの声】 

・ ＮＨＫのラジオで、立ち往生して動けなくなっている車の

ドライバーに、懸命に声かけをしているのに涙が出た。 
・ 福井局のアナウンサーの心のこもった呼びかけにすごく感

銘を受ける。そのひと言で元気になれる気がする。 
（公式ツイッターより） 

・ 改めて地方局の大切さを感じた。    （70代以上男性） 
 
 
ＮＨＫではさまざまな災害リスクに対応し、一人でも多くの命を守れるよう、災害報道の充実を図っていきます。 

北陸自動車道をまたぐ歩道橋上から中継 

ＮＨＫニュース おはよう日本（１月１０日） 

記録的な大雪に見舞われた福井市（１月９日） 
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月刊みなさまの声 ２０２１年１月 

 
 

■逆転人生 
「貧困の連鎖を断て！ 

西成高校の挑戦」 
１月２５日（月）  
総合 後１０：００～１０：４５ 
 

反響７６件 ※２５日～３１日で集計 

（好評意見２４件、厳しい意見２件、 

問い合わせ４７件、その他の意見３件） 

 

親から子への「貧困の連鎖」が問題となっている大阪・西成。この地域の子どもが多く通う府立西成高校はいま、学

びを守ろうとする取り組み「反貧困学習」で注目を集めています。１月から展開する公共メディアキャンペーン「いま、

学びを守ろう。」の一環として、教師と生徒の涙の逆転を描きました。教師の熱意に頭が下がった、感動したなどの好

評意見が多く寄せられました。また、一度放送を見た人からの再放送の要望だけでなく、放送後に番組の評判を知り、

「ぜひ見たい」という視聴者からの問い合わせも目立ちました。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
【主な内容】 

＜好評意見＞ 

・ 一人一人の子どもたちに、前を向いて生きるための力を付けさせた先生方の努力に頭が下がった。番組は長期間

にわたる取材を基にしたものになっていて、こうした番組作りはＮＨＫならではだと思う。   (70代以上男性) 

・ 経済的貧困や家族関係に課題のある子どもたちが集まった府立高校で、生徒思いの熱血教師集団が意欲的に取り

組んでいた姿にとても感動した。                                                                  （年代性別不明） 

・ 幼少期に母親を亡くし、生徒と自分を重ねていたという出演者（前田裕二さん）の話に感動した。貧困は子ども

のせいではなく大人がどう対処するかで変わって行くのだと考えさせられた。                     （50代女性） 

・ 教師が生徒の家庭環境をしっかりと把握し、生きていくための意欲を導き出した熱意と行動力に心を動かされた。

多くの人にこの番組を見てもらいたいと思う。                                                  （70代以上女性） 

・ 経済的に厳しい母子家庭や育児放棄された子どもたちの頑張る姿に胸を打たれ、終始、ハンカチが手放せなかっ

た。同世代の子どもが家にいる機会の多い春休みなどにも放送してほしい。                         (60代女性) 

＜厳しい意見＞ 

・ 西成高校の取り組みはすばらしく、頭が下がる。ただ、現場の教師にもそれぞれ事情があり、したくてもできな

い方もいる。私は教師をしているが、生徒にあそこまでできない先生が不親切で、してくれる先生がいい先生と

いう色分けに悩んで、辞めていく方もいる。これをすべて教師や学校が背負わなければならないのか、その辺り

のことも含んで番組作りをしてほしい。                                                                (60代女性) 
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2021 年２月 
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月刊みなさまの声 ２０２１年２月 

 
 

２．放送番組への声 

２月に放送や番組に寄せられた視聴者の声は８万５，５２３件でした。このうち番組に対する意見は１万９，９２５

件で、好評と不評で分類すると好評意見がおよそ３２％、厳しい意見はおよそ６８％でした。 

 

 

 

 

■２月 反響の多かった番組 

大坂なおみ選手が優勝した全豪オープンテニスや、大河ドラマ 麒麟がくるの最終回・総集編、新たに始まった大

河ドラマ 青天を衝けなどに多くの反響が寄せられています。 

 

 
 
３．受信料への意見  
 
受信料に関して２月は、１４万７，９６８件の意見や問い合わせが寄せられました。ふれあいセンター（営業）で

は、１０万９，９７８件を受け付け、このうち、苦情を含む意見や要望は２，５２７件でした。一次窓口で対応を完

了したのは１，５２１件（６０％）で、１，００６件（４０％）については担当地域の営業部・センターが二次対応

しました。 

 

 

1,671

891

734

624

600

502

428

341

336

1,970件全豪オープンテニス２０２１ 女子シングルス・準決勝「大坂なおみ」対「セリーナ ウィリアムズ」（2/18）（総合、総合ｻﾌﾞ）

大河ドラマ 麒麟（きりん）がくる＜最終回＞ 第４４回「本能寺の変」（2/7）（総合、ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ、ＢＳ４Ｋ）

全豪オープンテニス２０２１ 女子シングルス・決勝「大坂なおみ」対「ジェニファー ブレイディ」（2/20）（総合、総合ｻﾌﾞ）

全豪オープンテニス２０２１ 女子シングルス・３回戦「大坂なおみ」対「オンス ジャバー」ほか（2/12）（総合ｻﾌﾞ）

大河ドラマ 青天を衝（つ）け＜新＞ 第１回「栄一、目覚める」（2/14）（総合、ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ、ＢＳ４Ｋ）

大河ドラマ 麒麟（きりん）がくる 総集編（2/23）（総合、ＢＳ４Ｋ）

ガッテン！「たった２分で血圧低下！？ミクロの“ツボ”刺激で魔法のガス大活躍」（2/3）（総合）

うたコン「あの頃と出逢（あ）う、青春の歌～冬～」（2/23）（総合）

全豪オープンテニス２０２１ 女子シングルス・２回戦「大坂なおみ」対「キャロリン ガルシア」（2/10）（総合ｻﾌﾞ）

全豪オープンテニス２０２１ 女子シングルス・４回戦「大坂なおみ」対「ガルビニエ ムグルーサ」（2/14）（総合ｻﾌﾞ）

事由 件数

 訪問員等の応対、説明不十分等 600

 訪問日、訪問時間に対する不満 0

 受信料制度への不満・不公平感 71

 料金体系・料額への不満 32

事務処理関係  事務手続き(割引・返金等）の遅れ等による苦情 70

番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 24

その他 営業活動や受信料についての問い合わせ等 1,730

合計 2,527

スタッフ関係

受信料制度

 

12月 1月 2月 2020年2月
好評意見 29.1% 28.5% 31.8% 23.7%

厳しい意見 70.9% 71.5% 68.2% 76.3%
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月刊みなさまの声 ２０２１年２月 

 
 

４．技術・受信相談への意見 
 
技術・受信相談に関して２月は、３，８８６件の意見や問い合わせが寄せられました。このうちふれあいセンター（受

信相談）および各放送局の受信相談窓口では３，２３６件を受け付けました。 

内訳は、受信不良の申し出が２，０４０件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談が１，１９６件で

す。このうち受信不良の申し出については一次窓口で対応を完了したのが１，０６６件（５２％）で、９７４件（４８％）

は訪問による二次対応で改善の指導や助言を行いました。技術相談についてはふれあいセンターや各放送局の受信相

談窓口で対応しました。 

 

 
 
５．経営への意見 
 
ＮＨＫの経営に関して２月は６０１件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあいセンター（放送）

で受け付けた意見や問い合わせは４７５件でした。内訳は「不祥事」関連が２８４件、「経営計画」関連が６７件、「経

営委員会」関連が２１件、「公共放送」関連が１６件、「職員制度」関連が１２件、「予算」関連が７件、「情報公開」関

連が４件、「その他」が６４件でした。 

 
 
６．インターネット活用業務への声 
 

放送・営業ふれあいセンターや全国の放送局に寄せられた視聴者の声のうち、インターネット活用業務についての 

ものは１万５３９件。そのうち７９％が「ＮＨＫプラス」についてでした。問い合わせ内容としては、ＩＤの登録方法

に関するものが多く,特に高齢の方からスマートフォンでの登録が難しいという声が依然として多く寄せられているこ

とから、登録方法をわかりやすく解説する動画やマニュアルを制作し、ＮＨＫオンラインで公開するなど対策を進めて

います。ＮＨＫプラス以外では、ＮＨＫオンラインや各番組のウェブページなどの「ホームページ」、ＮＥＷＳＷＥＢ

などの「動画音声配信」に問い合わせが寄せられました。 
 
 
 
 
 

事由 件数

受信不良 2,040

一次対応 1,066

個別受信設備不良 927

共同受信設備不良 96

建造物による受信障害 1

雑音障害 35

混信・難視聴など 7

二次対応 974

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 1,196

3,236合計
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月刊みなさまの声 ２０２１年２月 

 
 

 

７．意見・要望への対応 
■公共メディアキャンペーン「いま、学びを守ろう。」 

 
新型コロナウイルスは子どもたちの学びにも大きな影響を与えていま

す。中でも以前から困難な環境にあった子どもたちがさらに追い詰められ、

「学びたいのに学べない」教育機会の喪失が広がりつつあります。ＮＨＫは、

こうした課題と向き合い、子どもたちの未来の選択肢が狭まることのないよ

う、公共メディアキャンペーン「いま、学びを守ろう。」を１月から展開し

ています。 
 
「ハートネットＴＶ」は２夜連続で、“コロナで取り残される子どもたち”

について考えました。保護者の年収や家庭環境による教育格差が広がる中で、

子どもの学びの機会を守ろうと奮闘するＮＰＯの活動から、今後、何が必要

かを探りました。また、子どもたちの声を生放送で紹介し、当事者のリアル

な心の叫びに耳を傾けました。 
「おはよう日本」では、１８歳

未満で家族の介護などを担う 

“ヤングケアラー”を取り上げま

した。ヤングケアラーの当事者や経験者に集まってもらいオンライン座談会

を実施。家族のこと、進路のこと、将来のことなど、３時間かけて語り合っ

た内容を具体的に紹介しました。 
１３日には、キャンペーンの柱

となる特別番組「学びたいのに学べない」を放送しました。シングル家庭や

外国にルーツをもつ子どもたちを取材し、 
教育格差の実態と課題をデータで明らかにし、解決策を考えました。 

このほか「あさイチ」や「逆転人生」などレギュラー番組でも関連企画を

多数放送し、「学びたいのに学べない」子どもたちを支えるための学校の新

たな取り組みなどを紹介しました。 
 

＜主なキャンペーン関連番組（放送順）＞ 
■あさイチ「コロナから“学び”を守ろう！」（１／２０・総合）■国際報道２０２１「パキスタン“シンドのマララさん”貧

しい子どもたちに学びを」（１／２１・ＢＳ１）■逆転人生「貧困の連鎖を断て！西成高校の挑戦」（１/２５・総合）■ニュ

ース シブ５時「コロナで注目 ＹｏｕＴｕｂｅ授業動画」（１/２８・総合）■ラジオ深夜便▽ママ☆深夜便「ことばの贈り

物」（１/２９・ラジオ第１/ＦＭ）■クローズアップ現代＋「コロナ禍の高校生～ルポ“課題集中校”～」（２/３・総合） 

このほか、山形、秋田、広島など地方局でも特集番組を制作 

 
【視聴者の声】 
・ 学びたいのに学べない、本当にやるせない社会だ。これ以上、格差を広げないためにも私大への補助金の増額など

できることはあるはずで、国が一刻も早く対策をとるべきだと感じた。              （60代男性） 
・ 若い人たちが祖父母などを介護するという実態や、当事者の思いを知って衝撃を受けた。引き続き介護を担わなけ

ればいけない若者の実態を取材してほしい。                          （60代女性） 

３月には、キャンペーンで伝えた情報を当事者たちがどう受け止めたのか、全国の大学生以下の子どもたちと語り合

ったり、海外を含め、先進的な地域、学校の取り組みを紹介したりする参加型番組を放送し、解決への道を探ります。 

「学びたいのに学べない」（２／１３・Ｅテレ） 

ハートネットＴＶ「コロナで取り残される子

どもたち」（２／２、３・Ｅテレ） 

「おはよう日本」（２／１１・総合） 
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月刊みなさまの声 ２０２１年２月 

 
 

【主な内容】 

＜好評意見＞ 

・ 麒麟を追い求める明智十兵衛のまっすぐな志は、コロナ禍で大変な時期に戸惑う心の支えになった。ラストシー

ンも未来への明るい希望を感じさせ、いつかこの現世にも“麒麟がくる”ことを願わずにはいられず、胸に染み

入るものがあった。        （40 代女性） 

・ 医療従事者。信長が生きた悲しい時代背景やトップとしての責任と孤独、悲しさを想像し、「是非もなし」がコロ

ナ禍における現状とシンクロし、涙があふれた。     （50 代男性） 

・ 脚本・演出・音楽・美術どれもすばらしく、過去最高の大河ドラマだと思う。十兵衛と信長のすれ違いの果ての

本能寺は、新しくもあり切なくもあり胸を打たれた。長谷川博己さんは繊細な心の動きを目や表情で巧みに表現

していて、圧倒された。          (年代性別不明) 

・ 染谷将太さんの信長は無邪気さに潜む狂気が恐ろしく、かつ魅力的でひきつけられた。子ども時代からの孤独を

埋めるように周りからの愛情を確かめずにはいられない、悲哀に満ちたいとおしい存在。本能寺での最期には涙

を禁じ得なかった。        （40 代女性） 

・ 急な代役ながら、帰蝶役を走りきった川口春奈さんに脱帽だ。“蝮（まむし）の道三”の娘で信長の正室という肩

書きに引けを取らない、紛れもなく女傑だった。     （30 代女性） 

・ 子どもの受験もあり自身の生活も大変な１年だったが、無事に合格しわが家にも麒麟がきた。心のよりどころだ

ったこの番組のおかげで、わが子に対して精神的に安定して接することができたからだと、勝手に感謝している。 

          （40 代女性） 

・ これまで裏切り者とされてきた明智光秀を、１人の武将、１人の義理堅い愛すべき人間として再認識した。また、

４４回の放送を完走した“チーム麒麟”スタッフの熱い思いも確かに感じ取ることができた。 （30代女性） 

・ 戦国三英傑の勝者からの視点だけではなく、室町幕府の終えんや公家社会の策略も掘り下げていて斬新な解釈が

興味深かった。十兵衛の物語の続きも見てみたい。     （50 代女性） 

※続編、スピンオフについての意見や要望５８６件 

 

 

 

＜厳しい意見＞ 

・ 本能寺の変に続く秀吉との天王山、「山崎の戦い」がナレーションだけだったことが物足りなかった。光秀が主

人公だからこそ外せないし、長谷川さんと佐 木々蔵之介さん（羽柴秀吉）がすばらしい演技だっただけに、なお

さら残念だった。          （年代性別不明） 

※「山崎の戦い」についての意見や要望６３件 

・ 信長から足利義昭抹殺を命じられたことが光秀挙兵の引き金となっていたが、新説を盛り込むことについて、ド

ラマとはいえ慎重であってほしい。分からないことは分からないままでもよいので、史実・通説を尊重してほし

かった。         (60代男性) 

・ 劇中の十兵衛の感性は現代人に近すぎるので、当時の武将に寄せたほうがよい。戦乱の時代は、私利私欲のため

に主君や親兄弟も手にかける。十兵衛が目指したものも「平らかな世」というあいまいなものではなく、幕府再

建による秩序の復活とするべき。         （年代性別不明） 

・ 番組中断から再開した後半以降はスケールの大きな合戦シーンが少なく、心理描写や軍議のような場面が目立っ

た。新型コロナの影響による制約も理解はしているが、かつての大河ドラマのように骨太でダイナミックな人物

や展開を希望する。        (50代男性) 
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月刊みなさまの声 ２０２１年２月 

 
 

○新型コロナウイルスの影響による中断について 

・ コロナ禍のかつてない困難のなか、年を越して最終話まで放送した英断に感謝しかない。演者の方 の々好演はも

ちろん、ツイッターでの放送後のコメント公開など、この状況ならではの新しい楽しみ方も発見できた。 

            (年代性別不明) 

・ 「麒麟がくる」の再開を心待ちにしていた父。それまで良好といえなかった親子関係も、大河ドラマをきっかけ

に修復できた。しかし、父は再開を待たずに６月にガンでこの世を去った。もう再び撮影が中断されることがな

いように祈りつつ、父の代わりにこれからも毎週楽しみに見届けるつもりだ。（８月に受付） (30代女性) 

※新型コロナウイルスの影響などについての意見や問い合わせ３，０８４件 

 

○衣装について 

・ 当時の時代考証では鮮やかな色の着物を着ていたらしいが、やはり色使いが過剰だ。デザインもウサギや蝶の柄

は大胆すぎて、番組全体のリアリティを損ねかねない。もう少し自然な色彩に調整できなかったのだろうか。 

          (60代女性) 

・ 初めて４Ｋで見た今回の大河ドラマ、印象的だったのはすばらしい衣装だった。豪華というだけでなく色彩や模

様など考え抜かれていた。こだわりが詰まった衣装と、その素材感までも伝わってくるすごさに目を見張った。 

          (50代女性) 

※衣装についての指摘や意見２４６件 

 

○所作について 

・ 女性が座るシーンでひざを立てていたが、江戸時代以前はこれが正しい座り方だったのだろうか。一般的に行儀

が悪いとされる座り方なので気になってしまう。        (70代以上男性) 

・ 最近の歴史研究では、この時代の身分の高い女性は立てひざで座るのが正しく、それをドラマに取り入れている

こと、きちんと発信することの意義は大きいと思う。     (60代女性) 

※立てひざなど所作についての指摘や意見２１９件 

 

○架空の登場人物について 

・ 医者や町娘、旅芸人が強力な人脈を持ち、朝廷や将軍、はては歴史にも介入することに違和感がある。架空の話

を取り入れることは悪くないが、現代的な思考を持つ人物に時間を費やすよりも、新しい史実や主人公十兵衛の

内面をもっと知りたかった。         (年代性別不明) 

・ 戦国時代は武将たちだけが活躍したわけではなく、公家や商人はもちろん名もなき庶民らの生活もあった。東庵

先生や駒さん、さまざまな身分の人たちが活躍する姿を描くことで、活気のあるドラマになっていたと思う。 

          (30代女性) 

※架空の登場人物についての意見１５１件 

 

○セットや背景などついて 

・ 田んぼがきれいに区画整理されて道路も直線に見えたが、昔の田んぼはひょうたん型や丸形だったはずだ。時代

考証はしっかりやってほしい。       (60代男性) 

・ 安土城大広間２４０畳、これがスタジオのセットだと聞いて驚いた。贅を極めた装飾といい、本物の城の中で撮

影したのかと思えたほどの完成度だった。      (30代女性) 
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月刊みなさまの声 ２０２１年 3 月 

 
 

２．放送番組への声 

３月に放送や番組に寄せられた視聴者の声は８万９，７０６件でした。このうち番組に対する意見は２万４４６件で、

好評と不評で分類すると好評意見がおよそ２８％、厳しい意見はおよそ７２％でした。 

 

 

 

 

■３月 反響の多かった番組 

３４年続いたＢＳ１の「東京マーケット情報」の放送が３月末に終了したことを受けて、多くの問い合わせなどを

いただきました。このほか、宮城発地域ドラマ「ペペロンチーノ」にも多くの反響が寄せられています。 

 

＜３月に放送した番組以外の問い合わせ＞    ブラタモリ「伊勢神宮スペシャル」（総合） ３１９件 

 
 
３．受信料への意見 
 
受信料に関して３月は、１８万７，５２３件の意見や問い合わせが寄せられました。ふれあいセンター（営業）で

は、１３万３，６２０件を受け付け、このうち、苦情を含む意見や要望は２，５７３件でした。一次窓口で対応を完

了したのは１，６３９件（６４％）で、９３４件（３６％）は担当地域の営業部・センターが二次対応しました。 

 

569

452

407

366

295

288

277

268

4,031件東京マーケット情報（3/26）（ＢＳ１）

宮城発地域ドラマ「ペペロンチーノ」（3/6）（ＢＳプレミアム、ＢＳ４Ｋ）

進撃の巨人 Ｔｈｅ Ｆｉｎａｌ Ｓｅａｓｏｎ「暴悪」（3/15）（総合）

国会中継「衆議院予算委員会質疑」（3/1）（総合、ラジオ第１）

第９３回選抜高校野球大会 第１日（3/19）（Ｅテレ、ＦＭ）

トークバラエティー「密会レストラン」（４）（3/25）（総合）

大相撲（２０２１年）春場所 三日目（3/16）（総合、ＢＳ１、ＢＳ４Ｋ、ラジオ第１）

第９３回選抜高校野球大会 準決勝（3/31）（総合、Ｅテレ、ラジオ第１）

大相撲（２０２１年）春場所 五日目（3/18）（総合、ＢＳ１、ＢＳ４Ｋ、ラジオ第１）

事由 件数

 訪問員等の応対、説明不十分等 595

 訪問日、訪問時間に対する不満 1

 受信料制度への不満・不公平感 72

 料金体系・料額への不満 34

事務処理関係  事務手続き(割引・返金等）の遅れ等による苦情 61

番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 53

その他  営業活動や受信料についての問い合わせ等 1,757

合計 2,573

スタッフ関係

受信料制度

 

1月 2月 3月 2020年3月
好評意見 28.5% 31.8% 27.7% 21.3%

厳しい意見 71.5% 68.2% 72.3% 78.7%

24



月刊みなさまの声 ２０２１年 3 月 

 
 

４．技術・受信相談への意見 
 
技術・受信相談に関して３月は、４，１２０件の意見や問い合わせが寄せられました。このうちふれあいセンター（受

信相談）および各放送局の受信相談窓口では３，４３１件を受け付けました。 

内訳は、受信不良の申し出が２，２５７件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談が１，１７４件

です。このうち受信不良の申し出については一次窓口で対応を完了したのが１，１６４件（５２％）で、１，０９３件 

（４８％）は訪問による二次対応で改善の指導や助言を行いました。技術相談についてはふれあいセンターや各放送局

の受信相談窓口で対応しました。 

 

 
 
５．経営への意見 
 
ＮＨＫの経営に関して３月は２２４件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあいセンター（放送）

で受け付けた意見や問い合わせは１５６件でした。内訳は、「経営計画」関連が３３件、「不祥事」関連が２４件、「公

共放送」関連が１４件、「経営委員会」と「職員制度」関連がそれぞれ１２件、「予算」関連が６件、「情報公開」関連

が２件、「その他」が５３件でした。 

 
 
６．インターネット活用業務への声 
 
放送・営業ふれあいセンターや全国の放送局に寄せられた視聴者の声のうち、インターネット活用業務についてのも

のは１万７９５件。そのうち７５％が「ＮＨＫプラス」についてでした。ＮＨＫプラスについての問い合わせとしては、

ログインに関するものと、確認ハガキ、確認コードに関するものが多く、 合わせると全体のおよそ半数になります。

ＮＨＫプラス以外では、ＮＨＫオンラインや各番組のウェブページなどの「ホームページ」、ＮＥＷＳＷＥＢなどの「動

画音声配信」、ＮＨＫオンデマンドに問い合わせが寄せられました。 
 

  

事由 件数

受信不良 2,257

一次対応 1,164

個別受信設備不良 985

共同受信設備不良 119

建造物による受信障害 8

雑音障害 44

混信・難視聴など 8

二次対応 1,093

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 1,174

3,431合計
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第２７条 
協会は、その業務に関して申出のあった苦情その他の意見については、

適切かつ迅速にこれを処理しなければならない。

第３９条 第４項 
会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条 
の苦情その他の意見及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告し 
なければならない。 

放送法 


